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１．主要渋滞箇所の特定解除検討

1

○主要渋滞箇所の「堀ノ宮」において、交通データ上では主要渋滞箇所の選定基準に該当しているものの、道路管理者（福井県・福井市）の現地調査の結果、渋滞が発生していないこと
を確認。

○主要渋滞箇所からの解除候補として意見照会を行う。

主要渋滞箇所

渋滞対策の実施状況を整理

当初設定した条件で主要渋滞箇所の状況を確認

①対策あり・渋滞緩和

③対策あり・渋滞継続

②対策なし・渋滞緩和

④対策なし・渋滞継続

渋滞緩和の理由を
確認（現地確認等）

渋滞緩和が
2年間継続

主要渋滞箇所からの解除候補
（渋滞協で議論の上判定） 主要渋滞箇所として、対策実施・モニタリングを継続

渋滞緩和 渋滞継続

渋滞緩和が
2年間継続

対策による効果の
発現を確認

速度が
回復傾向

対策の立案

No

Yes

渋滞要因の変化等
を確認

渋滞なし

Yes

Yes
No

No

必要に応じて

渋滞緩和 渋滞継続

対策有り ① ③

対策無し ② ④

個別の現地状況による渋滞の確認（※）

渋滞あり

（※）

信号待ち回数が
１回を超えない、
渋滞長が短いなど
個別確認による。

渋滞あり

経過観察

今回解除判定の流れ



１．主要渋滞箇所の特定解除検討（堀ノ宮交差点）
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○堀ノ宮交差点は、H28.10に信号現示を調整した。流入1、2では、速度向上が見られたが、20km/h未満の時間帯が存在している。
○現地調査により、各流入部において「信号待ち回数が１回を超える、または目立った渋滞が確認されていない」」※1ため、主要渋滞箇所の特定解除を提案する。

■主要渋滞箇所の抽出理由

項目 選定要因

③－１ 平日朝夕の北、東、南流入部（流入1、2、3）において渋滞が発生

堀ノ宮

大宮

流入1

流入2

流入3

流入4
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流入2
※流入3は市道のため、ETC2.0データがない
出典：ETC2.0データ（H27.9～11、H30.9～11、R1.9～11 平日）

■現地確認結果

■堀ノ宮交差点の旅行速度の変化

■右折渋滞長・滞留長（m）

H28.10
信号現示を調整

※渋滞長調査（福井県実施、R1.9.10 7～9時、17～19時）
流入1の渋滞長は計測していない

※撮影日時：H30.7.16（火） ７時台

右折車線すりつけ部超過し、第2通行帯に達している

右折車線の滞留長を超過し、すりつけ部に達している

流入2 流入3

渋滞長 滞留長

渋滞長

渋滞長 滞留長

渋滞長

旅行速度≧20km/h
対策前（H27）
対策後（H30）
対策後（R1）

旅行速度＜20km/h
対策前（H27）
対策後（H30）
対策後（R1）

目立った渋滞
がなかった

※1：解除フローにおける現地状況による渋滞の確認の視点


